
はじめに
中国におけるトウモロコシの用途は、主に燃料用

エタノールやでん粉糖（注）、コーンスターチなどの

加工仕向け（以下「加工仕向け」という）と、飼料

仕向け（加工仕向けと飼料仕向けを総称して「工業

消費」という）が大きなウエイトを占め、トウモロ

コシ総消費量に占める割合は前者が28.5％、後者

が61.0％となっている（2008年から2015年の平

均値）。しかし、中国では、食料安全保障の観点か

らトウモロコシの燃料用エタノールのような食品以

外の用途への利用を制限するとともに、加工仕向け

がトウモロコシ総消費量の26％を超えてはならな

いという具体的な目標が示されている。

燃料用エタノール産業が規制された状況にありな

がら、なぜトウモロコシの加工業（燃料用エタノー

ルやでん粉糖、コーンスターチなどを製造する工業

の総称）は成長を続けることができたのであろうか。

また、この背後にはどのような原因が隠されている

のであろうか。既存の文献の多くが、燃料用エタノー

ル産業に焦点を合わせているが、消費構造を丁寧に

分析してみると、でん粉糖産業がトウモロコシの加

工仕向けならびに構造の変化に与える影響が無視で

きないことが分かった。2000年以降、でん粉糖産

業のトウモロコシ消費量は年平均16.7％のペースで

増加しており、2015年にでん粉糖産業のトウモロ

コシ消費量が加工業全体に占める割合は28.3％に達

した。なぜ、これほどまでにでん粉糖産業が発展し

ているのかを明らかにするためには、でん粉糖の消

費構造を分析する必要がある。また、でん粉糖と砂

糖との代替関係を整理することで、農産物間の代替

的変化が需給に与える影響度も理解する必要がある。

そのため、本稿は、トウモロコシとでん粉糖に対

する政策の変化や、甘味料需給におけるでん粉糖と

砂糖の代替関係を整理し、でん粉糖産業の発展の政

策的、経済的動因を分析する。そして、それがトウ

モロコシの消費構造にどのような変化を与えている

のかを考察したい。

なお、本稿中のレートは2018年12月末のTTS

相場の値であり、１元＝17円（16.46円）である。
（注）中国では、さまざまな種類のでん粉糖があり、すでに30

種類余りの製品が開発されている。物理的形態からは、固
形のものと液状のものに分けることができる。固形のでん
粉糖は、結晶ぶどう糖、マルトデキストリン、オリゴ糖な
どがあり、液状でん粉糖は、水あめ、異性化糖、高果糖液
糖などがある。
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【要約】
　トウモロコシのバイオエタノール生産への利用が抑制される中、でん粉糖産業によるトウモロコシ消費
の増加がトウモロコシの加工仕向けの構造的変化をもたらした。でん粉糖産業は、砂糖の供給不足を補お
うとしているが、技術的制約などから代替甘味料としてのでん粉糖の供給能力には限界がある。このため、
食品および飲料に仕向けられるでん粉糖の割合は約11.8％にすぎない。

でん粉糖業の発展が中国の
トウモロコシ消費に与える影響

中国農業大学　司　偉、于　志　偉



１．でん粉糖産業の発展の経緯

（１）でん粉糖産業に関する政策の変化
中国では、でん粉糖の主な原料はコーンスター

チ、いもでん粉などであるが、でん粉糖の生産に

用いられるでん粉の約60％がコーンスターチであ

る（2008年から2015年の平均値）。中国ででん粉

糖生産がスタートしたのは1950年代のことであっ

たが、その用途は主に医薬品としての扱いであっ

た。飲料の甘味料として使用されるようになるの

は、1980年代の後半である。当時は、砂糖の供給

不足を補うことを目的として、江陵、長沙などに国

有のでん粉糖企業が設立された。しかし、技術的な

問題やコストの問題ゆえにでん粉糖は価格競争力が

弱く、それほど市場が拡大しなかった。1989年の

時点で、中国のでん粉糖生産量は25.4万トンと甘

味料の総消費量に占める割合は３％にも満たなかっ

た。他方、当時の砂糖不足を補った主要製品はサッ

カリンであった。ところが、1990年代の初めごろ

からサッカリン産業が過度に発展し、サッカリンが

砂糖消費に大きな影響に及ぼしているとの懸念が広

がると、政府は、製糖業者の利益を守るため、14あっ

たサッカリンメーカーのうち９社の工場を閉鎖させ

た。その後も政府がさらにサッカリンの販売量を規

制したことで、サッカリンは中国の甘味料市場から

次第に姿を消した。

1990年代の後半から穀物の増産が年々続いたこ

とから、政府は穀物を栽培する農家の収入を引き上

げるため、生産調整を奨励し、農産物加工業の発展

を推進した。当初のトウモロコシ加工業は、主に

東北の穀物生産地域で生産された穀物の過剰在庫

を解消する目的で、燃料用エタノールの生産が主

体であった。しかし、諸外国でも燃料用エタノー

ルの生産にトウモロコシなどの穀物が用いられる

ようになったことで農産物の流通構造に変化が起

き、2006年後半ごろから世界的な穀物価格の上昇

を招いた。これを受け、中国でもトウモロコシを食

物として安定供給・保障するべきであるとの認識が

広がり、トウモロコシ加工業に対する規制が実施さ

れることとなった。ただ、トウモロコシの加工業の

一つであるでん粉糖産業は、前述の通りサッカリン

が市場から姿を消したことで甘味料市場の一部に需

給ギャップが生じたことから、政府による抑制の対

象から外れ、逆に政府主導の下、振興が図られる

ようになった。これにより1999年のでん粉糖の生

産量は、87.8万トンと1989年の3.5倍となった。

2000年以降もでん粉糖加工業は急速に発展し、で

ん粉糖の生産量は年平均16.7％のペースで増加し、

2015年のでん粉糖の総生産量は1200万トンに達

した。

なお、でん粉糖産業は中国北側のトウモロコシ産

地とかなり重なっている。背景には、同じく中国北

側に位置していたてん菜糖業が次第に衰退し、約

80％の砂糖生産が中国西南にある広西チワン族自

治区と雲南省の二つの省（自治区）に集中すること

となったため、北側に位置する河北省、山東省、吉

林省の砂糖の供給不足を補う形ででん粉糖産業が発

展した。河北省、山東省、吉林省のでん粉糖の生産

量を合わせると、中国全土のでん粉糖生産量の約

80％を占める。中でも山東省が占める割合は最大

で、全国のでん粉糖生産量の61.2％、次いで河北

省が占める割合は14.7％、吉林省が占める割合は

13.0％となっている。
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（２）近年のでん粉糖の発展要因
近年のでん粉糖産業の発展は、砂糖と比較した場

合のでん粉糖の価格優位性という経済的要因がある

ためである。図２は、でん粉糖の一つである異性化

糖価格と砂糖価格の変動傾向を示したものである。

2013年11月までの間、異性化糖価格と砂糖の価

格は長い間、同じ変動傾向を呈し、価格差は安定し

ていた。この期間、砂糖価格は一貫して異性化糖の

価格を上回っていたが、価格差は大きくはなかっ

た。2013年11月以降は、砂糖の価格が急速に下

がり、異性化糖と砂糖の価格差は次第に小さくなり、

2014年９月中旬の砂糖価格は異性化糖価格をわず

かに上回る程度で、価格差は約200元（3400円）/

トンまで縮まっていた。

転換点となったのは2015年である。政府が定め

る国内産トウモロコシの最低買い付け価格が初めて

引き下げられたことで、でん粉糖産業はトウモロコ

シを安価で調達できるようになったことから、異

性化糖価格は2015年半ばから急激に下落しはじめ

た。一方、砂糖は、サトウキビやてん菜の原料代の

値上がりや、製糖コストの増加に加え、需給調整が

うまく機能しなかったため、価格が上昇していった。

この結果、異性化糖が価格面で絶対的優位に立った。

こうした状況は、食品・飲料業からの異性化糖の

引き合いを強めた反面、政府の支援と生産技術の進

展とが相まって、でん粉糖産業は過剰な生産能力を

抱えることとなった。そこで、中国政府はまず、で

ん粉糖加工業の生産地域を山東省、吉林省、河北省

の三つの省に限定した。次に、それらの省内の企業

再編を進めた。そして最後に、付加価値税にあたる

増値税（法人に課される税金）を引き上げ、でん粉

糖企業の生産能力の拡張を抑制した。2012年に国

家税務総局から公布された「一部トウモロコシ高付

加価値加工製品の増値税率の問題に関する公告」で

は、2012年５月１日からコーンスターチ生産企業

の増値税率を従来の13％から17％に引き上げるこ

とが示された。これはでん粉糖業の利益を圧縮する

ことにつながった。

２．でん粉糖の生産構造と消費
形態

（１）でん粉糖の生産構造
水あめや異性化糖などの液状でん粉糖はでん粉糖

総生産量の約３分の２を占める（図３）。2000年

以降、液状でん粉糖の生産量も、固体でん粉糖（結
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図１　中国のでん粉糖生産量の推移 図２　中国の異性化糖価格と砂糖価格の推移
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晶ぶどう糖、マルトデキストリンなど）の生産量

も急速に増加している。2015年の液状でん粉糖の

生産量は790万トンに達し、2015年のでん粉糖総

生産量の65.8％を占めた（固体でん粉糖の生産量

は410万トン、でん粉糖総生産量に占める割合は

34.2％）。

中国における水あめ生産の歴史は古く、キャン

ディー、果実の砂糖漬け、ドライフルーツなどの伝

統的食品に広く用いられている。水あめは、液状

でん粉糖の主要な製品の一つで、液状でん粉糖の

生産量全体に占める割合が最も高く、2015年には

37.2％を占めた。2005年以降は、コーンスターチ

産業の生産能力が向上し、コストが低下したことで、

異性化糖生産が盛んになった。2015年の異性化糖

の生産量は286万トンとなり、液状でん粉糖に占

める割合は36.2％となっており、水あめの比率と

ほぼ同等である。固形でん粉糖の主要な製品は結晶

ぶどう糖で、固形でん粉糖に占める割合は73.2％

に達する。食品用途の結晶ぶどう糖は、主に製パン・

製菓業で用いられている。

（２）消費形態
図４に2001年から2011年までのでん粉糖の消

費需要の増加の状況を示した。同期間の消費量の

伸び率は年平均22.2％増で、2011年の消費量は

1208万トンとなった。でん粉糖は、食品・飲料の

ほか、調味料、酵素剤、化学原料などにも用いられる。

食品・飲料業におけるでん粉糖の消費に関する公

的な統計が見当たらないため、各種の研究や論文の

予測に基づくと、食品・飲料におけるでん粉糖の仕

向け先は、炭酸飲料、果汁飲料、乳製品、ビスケット、

キャンディー、ケーキ、冷凍食品、缶詰を製造する

業界に限られる。ある研究によると、2001年から

2011年までの11年間のこれらの業界のでん粉糖

の消費量の伸び率は年平均26.9％増で、2012年の

でん粉糖の消費量は152万トンとなった。ただし、

でん粉糖の総生産量に占める食品・飲料への仕向け

割合はわずか11.8％であった。

食品・飲料業において異性化糖は砂糖の最良の代

替品であるとみなされている。また、中国は、経済

発展に伴い甘味料摂取の内容が「カロリー摂取のた

め」から「甘みを得るため」へと様変わりし、食品・
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図３　中国のでん粉糖の品目別生産量の推移 図４　中国のでん粉糖の総消費量と食品・飲料仕向
けの推移

0

200

400

600

800

1000

1200

1400
（万トン）

（年）

液状でん粉糖 固形でん粉糖

異性化糖

0

200

400

600

800

1000

1200

1400
（万トン）

（年）

でん粉糖の食品・飲料仕向け

でん粉糖の総消費量

資料：筆者調べ

資料：筆者調べ



飲料業も急激に発展していることから、今後、異性

化糖の需要が伸びていくものと思われる。しかし、

砂糖の組成に最も近い果糖分55％の異性化糖の生

産は、中国の既存の技術条件の下では高コスト構造

であるとともに、輸送できる範囲も狭いことから、

供給能力に限りがある。業界の予測によれば、現在

の供給能力では異性化糖は、最大で食品・飲料業に

おける甘味料需要の30％までしか供給できないと

いう。

３．でん粉糖産業がトウモロコ
シ消費に与える影響

（１）トウモロコシの工業消費構造
その変化の傾向を見ると、顕著な違いが見られ

る。2000年以降、飼料としての消費量が占める割

合の伸び率は年平均1.1％減と下降傾向で推移する

一方で、加工仕向けが占める割合の伸び率は年平均

7.2％増と上昇傾向で推移している。加工仕向けの

伸びは、2006年まで著しく上昇し、その後は燃料

エタノール生産に対する政府の規制を受けながら

も、トウモロコシの加工仕向けは総じて安定した消

費を保っている（図５）。つまり、でん粉糖の生産

がトウモロコシの加工仕向けを支え、けん引してい

る構造が見えてくる。また、前述の通りでん粉糖の

原料に占めるコーンスターチの割合は半数を超える

ことから、でん粉糖産業がコーンスターチ産業の発

展に貢献している側面もうかがえる。実際、2000

年から2015年までのでん粉糖産業におけるコーン

スターチの消費量は年平均16.7％増で推移してい

る。なお、でん粉産業全体で見た場合、でん粉生

産量に占めるでん粉糖への仕向け割合は、51.9％

（2008年から2015年の平均値）とでん粉の中で最

大の仕向け先である。

（２）トウモロコシの工業消費に与える影響
表を見ると、でん粉糖産業によるトウモロコシ総

消費量の増加がトウモロコシの工業消費の増加に寄

与していることがさらによく分かる。2000年のト

ウモロコシの総消費量に占める工業消費の割合は

12.5％であったが、そのうち、でん粉糖産業にお

けるトウモロコシの消費量は149.9万トンとトウモ

ロコシの総消費量に占める割合は1.3％とわずかで

あった。2012年のでん粉糖産業におけるトウモロ

コシ消費量は2000年の10倍以上となり、トウモ

ロコシの総消費量に占める割合は8.8％となった。

でん粉糖産業のトウモロコシ消費量の増加には政

策的な背景がある。繰り返し述べている通り、中国

のトウモロコシ消費の政策的な方向は、トウモロコ

シの食料としての属性を確保し、トウモロコシの食

料以外への仕向け、例えば燃料エタノール生産など

への仕向けを規制するというものである。「加工仕

向けによるトウモロコシの消費量がトウモロコシ消

費総量の26％を超えないこと」との量的な政策目

標の下、燃料用エタノール生産の拡大は厳しく規制

されてきたが、でん粉糖産業に対する規制や監督は

相対的に緩い。それは、砂糖の需給がひっ迫する傾

向にある中、価格が急激に上昇したことで、でん粉
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図５　工業消費におけるトウモロコシ消費量の推移
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おわりに
中国では、1980年代の後半に砂糖の代替品と

してでん粉糖の生産が産業としての発展を開始し、

2000年以降、でん粉糖業はさらに発展を遂げた。

これは経済的な原因による発展であるとともに、政

策による結果という要素も強い。経済的な面では、

砂糖の原料と製糖コストによって砂糖の価格が上昇

する中、砂糖に比べてでん粉糖は食品・飲料業の甘

味料の需要面で価格競争力を有することから、でん

粉糖の消費が促進された。政策の面では、トウモロ

コシの高付加価値加工政策の枠組みの中で、食品以

外のトウモロコシ用途は規制されたものの、トウモ

ロコシを原料とするでん粉糖産業は砂糖の供給不足

を補うために支援された。研究によって明らかに

なったところによると、中国のでん粉糖の消費構造

は技術的制約などが要因となって、でん粉糖の砂糖

代替の能力には限りがある。現在、砂糖の代替甘味

料として食品および飲料に仕向けられるでん粉糖の

割合はでん粉糖生産量全体のわずか11.8％にすぎ

ず、大量のでん粉糖は食品・飲料業以外の用途で消

費されている。

他方、トウモロコシの燃料エタノール工業が規制

される中、でん粉糖産業のトウモロコシ消費量の増

糖は砂糖市場の不足を補う重要な甘味料として位置

付けられ、砂糖価格を安定させる手段の一つとして

供給するという意味があったからである。それゆえ

にでん粉糖産業は政策面で急速に発展する環境を得

ることができ、それによって工業消費におけるトウ

モロコシ消費構造に変化が生じた。
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表　でん粉糖生産とトウモロコシ消費の関係

でん粉糖 トウモロコシ
の仕向け割合

生産量 トウモロコシ
の消費量

工業消費

でん粉糖

万トン 万トン ％ ％

2000 年 119.0 149.9 12.5 1.3

2001 163.6 206.2 14.7 1.8

2002 241.5 304.3 15.2 2.5

2003 224.9 283.4 10.3 2.4

2004 298.8 376.5 11.1 2.7

2005 370.6 467.0 14.8 3.3

2006 560.0 705.6 17.7 4.9

2007 773.5 974.6 23.9 6.7

2008 728.0 917.3 24.0 6.1

2009 821.4 1035.0 22.0 6.4

2010 922.8 1162.7 22.7 6.5

2011 1286.0 1620.4 30.3 8.7

2012 1300.0 1638.0 28.7 8.8

2013 1225.0 1543.5 31.5 8.6

2014 1198.0 1509.5 29.9 8.4

2015 1200.0 1512.0 28.3 8.4

資料：筆者調べ



加は、トウモロコシの工業消費の増加と消費構造の

変化をもたらす主因となっている。政府の政策が今

後も続いた場合、でん粉糖産業におけるトウモロコ

シ消費量は増加を続ける可能性が高い。しかし、注

意するべきなのは、でん粉糖産業によるトウモロコ

シ消費量がトウモロコシ総消費量に占める割合が

10％に近づいていることである。農産物の需要は

弾力性が小さいが、トウモロコシは異なる用途の間

で自由な転換が可能であることから、生産者は往々

にして消費者よりも市場の反応に敏感となる。トウ

モロコシの食品以外の用途への使用が厳しく規制さ

れる中、大量の生産資源がでん粉糖産業に流れれば、

再び生産能力の過剰が引き起こされるのは避けられ

ない。

また、2009年以降、中国では、トウモロコシの

貿易収支が赤字に転落し、さらにその赤字は拡大す

る傾向にある。中国政府は、トウモロコシの食料と

しての需要を確保する目標があるため、でん粉糖が

砂糖の単なる代替品として用いられている現状で

は、でん粉糖産業の発展には依然としてある程度の

不確定性がある。でん粉糖産業を食物政策の範囲に

組み入れることができ、砂糖政策またはトウモロコ

シ政策の枠組みから完全に切り離された政策が実現

されれば、真の意味ででん粉糖産業の健全な発展に

つながるであろう。
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